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ll   ユ ーカ リ類 の造 林 に関 す る2～3の 考 察

撫

駿鷺    (1)
ユーカ リの成長 ご土壌型及び施肥εの関係

1  演_謀 田 信 男
                    吉  川  勝  好

       Some experimental considerations of silviculture of Eucalyptus(1)

      On the effect of tlle soil types and manure upon the growtll of Eucalyptus rostrata

     seedlings.

                    by Nobuo Sh量bata               '

                   Katsuyoshi Yoshikawa

                   I 緒    言

    おしせ まる木材資源に関する不安の中に,195341:yJ来 急に脚光をあびたわが国のユーカ リ樹導入問

  題は,今 日では嵐のあとの静けさの観がある。残念なが ら造林の第1歩 において早 くも数 々の苦い体

  験を実行老に与えたか らであつたが,そ れは1つ はユーカリ樹の原産地とわが国とは気候や土壌条件

、. がちがうこと,養 苗より山地植栽までの取扱い方に不備があつたことなどに基因すると思われる。次

   にはこの樹が,奔 日の林業的取扱い方において,林 分としてはたしてわが国在来の樹種に比して,遙

灘, かに優れた成長を期待しうるや否やに対 し,疑 問を持たれるに至つたことにもある。

馨 故沼略 士は既に早蕊も・れ艘 えられ涜 分な試験襯 を待たずに急・・大規模な造林奨励をなす:,.,. ことに警告を発せられ
,一 方当時早くも諸外国植物園との種子交換により可及的多数の種類を集め,

・1 基礎的な試験に着手されたのであつて,本 学演習林では上賀茂試験地において約67種 のユーカリ類稚

鍵 苗の育成をなし基礎的な観察を進めており,か つそれらは次々に白浜試験地に移 して林地試験を施行

嚢, することにしている。

1灘1灘 繊 筆ll欝籔鰐雛緯 謙ll難
韓 'き 場合もあるが,と いつて肥沃なスギ,ヒ ノキの適地にユーカ リを植栽するが如きはまず者えられな

欝 嘲 題であつて,そ れよりも勒 の劣る蜥 加 一カリ齢 の対象となるものと擁 される・しから 購
1,ばかかるやや土壌条件の劣る地域においてユーカリ樹の好適地を見出す こと,あ るいは多少の施肥な

購 ど肥培管理を加えてでも優れた成長をさせる方法を見出すことは極めて意義あることと考えらる折柄

  兵庫県赤穂市,和 歌山県御坊町附近でかなりの婿悪林地で相当の好成績をおさめているといわる。今

  日ユーカリ樹の造林奨励は岐路に立つているものと見 られるが,木 材需要の増加は吏に急進する一路

 擁にあり,パ ルプ資源 としてのユーカリはいまや木材糖化工業の資材としても期待を大きくされるに至

  りつつある。筆者などはわが国のユーカリ造林奨励の経過を省み,来 るべき日のためにユ_カ リ類に

gin;ui'.、閑し2～3の 調査研究を続けているものである。本報告は土壌型とユーカリの成長及び施肥の効果に

 騒 つ いて 検 討 した一一端 で,今 後 な お 再 検 討 を 要 す る点 が 多 く,発 表 をi1'II躇さ れ た の で あ るが,実 務 に 当
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られ る方に参考にならばと考ヘーまず発表することにした。

 本研究に当り,林 野庁研究普及課の小野陽太郎技官,前 和歌山県林業試験場長 占賀 寛氏のご支援

を得たことを記 して感謝の意を表するものである。

            1 実験材料及実験方法の概要

 1.実 験 に 供 した ユ ー カ リの 種 類

 Eucalyptus rostrata Schlechtで,1954年61」 オ ー ス トラ リア のSidney植 物 園 よ り種 子交 換 で 入

手 し,1955年2A9口 播 種 した もの を9月8f-1に 実験 ポ ッ トに 各3本 ず つF多植 した。 移 植 時 の 苗 の 大

き さ は,苗 高3.5～4.5cm,生 重 量0.69内 外 で,な るべ く同 形 の も のを 選 ん で 用 い た。

 2.一 ヒ 壌 培 養に 用 い た ニヒ壌 は次 の5種 で あ る。 底 に 礫5009を 入 れ た5ノ ∫分 の1ワ グ ネル ポ ッ

トに 各 種 ヒtを 乾 物Hf#{.として,2,5009ず つ入 れ た 。

  (1)芦 生 演 習 林 スギ ノく然林 の表 土(r;舗 【1〔D(Humus-soil)

  (2)Ild演 醤 林 内 スギ,ヒ ノキ 天 然林 内 のPDI型 ⊥ 壌 の 溶 脱 層(ポ ドゾ ル)(P〔 〕dzol)

  (3)一 ヒ賀 茂試 験 地 ア カ マ ツ 林 内の 黄 褐 色 を呈 す るB層 褐 色 ヒ(BroWn-suil)と 仮 不愈1する

  (4)同     ア カ マ ツ林 内 に介 在 す る 赤 仏 土樋(Red-soil)                  {

  (5)本 部 試 験 地苗 畑 の 砂 質 土 壌(耕 土) (Farm-soil)                         '・

 こ れ らにつ い て2～3の 理 化 学 的 性 質 を 調 べ た 結 果 次 の よ うで あ つ た。

     Table 1 細 土 の 理 化 学 的 性 質  Properties of the丘ne soil,

                     理. ""-Y  白勺  桝三 質   1        イヒ     雪∫:    f勺     雫生     '11試 験
.L展 の 種 類   Physlcal properties -一.」 -    Chemical-properlies-    一  一一

認 、…IVolume Porosiweight ty]蕊 幣難蝿 騨P羅 ∵ ∵2U
.、

                               ___一 幽「_一 一 一.一.」

Humus-soil   I  34.81  82.71  80.11 54.381  14.2 1  4.8 1 1.018, 0.2051, 0.291

 Podzol         I   94.01   65.61   56. s   4.441   10.5      4. b    O.3171,  0.2211  0.217                                                                          1           
満

B,。wn-s。it  119.7 54.9 49.3 5.24 11.1  5.8 0,08410,1000.252  尋

Red-soil  125.452.745.05.403.3 6.20.2920.0860.277 .'
                                                                          1                                         望

Farm-soil      104.9  60.9  51.0  6.35   0.6    7.0   0.298ト 0.177  0.218     雲

 腐 植 土 は容 積 重 小,団 粒 構 造 発 達 し,孔 隙 量大 き く腐 植 に頗 る富 み,Nそ の 他 の 養 分 な ど化 学 的性   1

質 も 優 れ て い るが,強 酸 性 で あ る。 ポ ドソル 土 は孔 隙 量,保 水 力、3要 素 な ど に恵 まれ て い るが 強 酸   繋(ぴ)

性 で 有 機 物 に 乏 し い。                                     ;

 こ れ に反 し褐 色 土 は容 積 重大 で孔 隙 に 乏 し くと くに 窒 素,燐 酸 の 含 有 量 が 少 な い が 弱 酸 性 で あ る。   慧

赤 色 土 は3要 素の うち と くに燐 酸 が 少 な い。 耕 土 は理 化 学 的性 質 に 優 れ 反 応 も 中性 で あ る。

 3.施 肥 土 壌 ご とに ポ ッ ト各8個 を1組 と し施 肥 方 法 はA～E5種 に 分 けた 。 す なわ ちA, B,  ・

Eは 各2個 の ポ ッ トを1組 と し,C, Dは1個 ず つ と した 。 A, B群 は移 植 前 の8月29口 に施 肥 し,

C,D群 は特 に 施 肥 に よ る枯 損 を さ け る 意味 で 活 着を 確 め て か ら液 肥 を 用 いて 施 肥 す る こと に し,当

初 約401.IP71rE肥 料 状 態 に お い た。 Eは2個 を1組 と し終 始 無 肥 料 状 態 にお い た。

 肥 料 は唖 固 形2号,神 島 化成3号,硫 安,過 石,硫 酸 加里 な ど を 用 い 各 ゜ッ トN1. Og, PzO,0・59・

箸上 賀茂試験地の一部に分布 する厚 さ約50～150cmの 層状をなし,濃 赤色を呈す るもので,標 準型 の赤色上ではな

 いが上記褐色土に対し赤色土 と仮称す る。
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K200・59を 標 準 と し, C, D区 は3要 素のN:P:Kの 比 を2・0:0・5:0・5と1・0:1・0:0・5と

して3要 素割 合 の影 響 を 知 りた い と考 え た の で あ る。(Table 2参 照)

Table 2 施 肥 方 法  Manuring method

綿 区・… ・ 料 の 輔 」。
mmounts of,3he'A。幽 諸, Cg)binhree element_ 考

; ・'・t KiudS・f ferti'izcr fertieach'i言鴫 ・r・ 睡IKZ・R・ference

(A)                            .

1調 羅 艦, Maruyama s°lidfertilizer No.2   ・s.・0.83*o.・ ・:58月29日

:㌃
Kamishima synthetic
fertilizer No.3

Ammoniumsulphate :::1:a7∵1鯨

Synthetic P°tassium sulphate  °.`u2 ‐ ‐ °.10fAugust
fertilizer plot total      1.00.50.5

                                     1

    τ.一.一一一.… 一「一.                                                .                           コ

     (C)  Amm° ・iu1・ph°sphate    2・]3 0・45;0・5  -   

N2倍 区 Amm°nium sulphate    7・42 1・55 一  一 7明18日  

Nit,。9,。 t。。 P・…s・・…lph・ ・・    …2 -   ・・5施 肥

  times plot      total                     2.00   0.5   0.5
                                                Manured

  ・ (D)  Amm°nium ph°sphate    4・26 0・90 1・00 - 。。 th,18 th   

P,0、2倍 区 Amm° ・ium sulphate    O・50 0・10. 一  一 。f O,t。ber

  P、0,tW。  P°tassium sulphate     1・12  -1 - 0・5
  times plot      total                     1.0   1.00  0.5
 二_           .. 一                                                                          一 一             . ._.  一

    (E)

   無 肥 料 区

  N°ne fertilizerplot

       釜 硫安で追肥 しNを19と す る予定 であつたが出来なかつた

'  4
,管 fly'.

  ポ ッ トは 木 部 硝 子 室 内 にお き時 々灌 水 し た。 ガ ラ ス室 内 の)1別 平 均 の温 度,湿 度 は,Fig 1に 示 し

 た よ うで あ る。

 1955年10刀,1956年2月

と4刀 に成 長 状 態 を調 査 し

た 。(写 真 参 照)

 1956年4月20日 ポ ッ トに

艇 入れて概 切断しない
よ っに 土 塊 を ほ ぐ して 稚 樹

を と り出 し,地 上 部,地 下

部 の状 態 を 調査 した。
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              1 実 験 結 果

 1.活 着,生 育 本 数

 ユ ー カ リ苗 は 移 植 が 困 難 とせ らる るが 本 実 験 で は第3表 の 活 着結 果を 示 した。

    Table 3  {:育 本 数 調 査 結 果

          土 壌 別1 活 着 生 育 本 数

   肥 料 別 癬 数_腐 植土 ・・ゾルi褐 色土 赤色一L耕 土

  ㈹ 固 形 肥 料 区  6   6   6   6   5懸 1 5罧

  (B)化 成 肥 料 区   6    6    6    6    6  { 5鞭

  (C)N:2 倍 区   3    2撒    3    3    1斎    2罧

  (n)P205:2倍 区   3    3    3    0管    2撒 i  ( )3

  (r)無 肥 料 区    6     6     6     6     6  1  5鞭

    艇10月 施肥後枯死  罧 12月 または2刀 に1・ll∫死     (A).(B)の 基肥区は殆 ど粘損しな     1

  かつたが(C).(D)区 においては一旦活 着した ものが液 肥を施 したために枯死 した ものが あ る。

 2.成 長 経過 に つ い て                                     1

 ユ ー カ リ稚 苗 の成 長 経 過 を 見 るにTable 4に 示 す よ うに9月8L[に 移 植 して か ら約40日 間 位 は 目立

つ た 成 長 を示 さ な いが,施 肥 区 で は そ の 後 次 第 に 伸長 速 度 を 加 え12月 下 旬 に は 移 植 当時 の 約5倍 ～10

倍 の 苗 高 を 示 す に至 り,さ らに2月 よ り4刀 に か け て 一一層 急 速 の 伸 長 成 長 を み た、Fig.1に 示 し た

よ う な 硝子 室 内 の条 件下 で は 冬F間 も殆 ん ど 休 み な く伸/<を 続 け る もの の よ うで あ る、        ;

     Table 4 樹 高(cm.)の 成 長 経 過 (平均!lllO

㍉ 鼎'雛}嗣6鼎 肥瓢 一ぽ蕩襟 ∵ }
 一」塑L二 ＼ 望 日127日!6pl-.19日18Q 27日6旦 一19p 18日27口16E319日  バ

  腐 植 土 5・82・39162・2655171・ ・1・ ・177E  ・1

  ・ ・ ゾ 、レ ー69・ ・225…3-37829426・ 」 ll
        I-   -I    I    I    II- 一一 1-… ,    I    it    i

  褐    色    土     7     9    10    15    11    36    42    65     6     7     6    23           ・ 塁 Σ
一琢

色 土7・2'・ …8-23-26-43823-27-57一 響 量

翌F 土 一7-一 ・62・4・6」 ・82659⊥ ・3-・735  111

  平  均ls.・ ・2.・ ・5.22S.・17.22・626.65・.87.・20.・25.250.4  11

  (C)N:2 倍 区   (D)Pz Os:2倍 区                         塩:

 10月 112月 i2月 !4月 10月 12月 2月 ;4月  18日 27日 6日

i19日118日 27日 6日 19日                           瀞,
  

                                                          ,
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 3.各 種土壌と生育との関係

 いまそれぞれ無施肥の状態にて培養 した場合の各種土壌別の生育状況を比較するとTable 5に 示す

ようである。

         Table 5 土 壌 別(無 肥 料)ユ ー カ リ樹 の 生 育比 較(1956年4月19日 測定)

           Comparison of growth of E..rostrata in various soils.(none fertilizer plots)

          1＼ …一  土t別Soil 腐 植 土 . tド ゾル  褐 色 土  赤 色 土  耕  土1   

_部 塑 ・」-P・・is-H・muss・il P・d・・l B・・w…il R・d・・il F・・m・・il      一

磯1  。・艦,7titer。離 、h,(em)ground ・・…  7 …3 ・…  28

繕 藤 撫 論 藩:39.47.122.2014.7224.404°.34.一

難欝1   値 三 一藩idth of It] (cmblanches )    20      0      4      8  i  14

鱗 平1・ 贈,鑑 翻dl濃s 6.・・1・87 ・65 ・・78 …鎌 蜷
重鉾 一FRoot一ボ<R)一 一2.2・..・.1・ ・42 ・.・・!2.・ ・

凱   ・電 、。、。,全  9.・・..一.2.97 1.・7 ・9815.・6

諮  ,。T/Rp-ro。tra、、よ鯖lw灘 、、、3・77 ・23 5… 1.67、2.・ ・         r 一一一一 一一.

1藤 華 惣 鱒 淵 ;; 4237 ;; 9°102
      驚 聲。mber。i-bl。n,hes数1…  一  ・8  _  36

1  w・d・h。・blanche, m… 一 一 ・・ 4…

'鋸1接 華 漁 畢

、1°°100 2°18 ; 1842 88121
        UI  I  ._

      蹉 賢量 、。tal  …  2・  ・  23  95

      率 § 。。P-。。。.t。。,、。 ・・… 2 ・33 45 73

。 、1 こ の結 果 よ り見 る に,ア カ マ ツ 林B層 の 如 き 痔 悪 地 土 壌 に お いて は、 無 施 肥 で は 完全 な 生 育 を 期 待

   す る こ とは 困 難 で あ る。 む し ろ赤 色 土 また は ポ ドゾ ル の 方 が 幾 分 ま しな 結 果 を 示 した の で あ る。 この

   よ うな 差 異 は これ ら 土壌 の 化 学 的性 質 に よ るか 理 学 的性 質 に よ るか は 即 断 を 許 さ な いが,次 に示 す よ

 .1丁 うに施肥 効 果 の極 め て 顕 著 な こ と に よ り,ユ ー カ リは肥 料要 素 に 対 して 要 求 度 が 相 当高 い こ とを 認 め

   ねば な らな い。

    4.施 肥 に 関 す る検 討 (D

    い ま(A),(B)両 肥 料 に つ い て の生 育 状 態 を 比較 して み る とTable 6の よ うで あ る。

    各 土 壌 を 通 じて どの 肥 料 が 、 ユ ー カ リの生 育 に適 当 で あ ろ うか は 一 概 には い え な い。 平 均値 の差 の

   有 意性 を 検 定 して 見 た が,T/R比 以 外 に は差 が あ る とは い え な い。

    5.施 肥 に 対す る検 討 ②

    N,P20,, K20の3要 素配 合比 を2.0:0。5:0.5区 と1.0:1.0:0.5区 を 設 け て 比 較 し よ うと し

 蒼 たの で あ るが,tッ ト数が 少 な くそ の 上 に 枯 損 を 生 じて,調 査 本 数 が 少 な くな つ た の で こ こで は た だ

 1表 の みを 掲 げ推 論 を さ け るが,前 者 の 方 が 良 好 で あ る よ うで あ る。

    6・ 施 肥 の 検 討(3)

    土 壌 と肥 効 の 程 度 につ いて,ーい ま各 種 」二壌 に つ い て 無肥 料 区 の値 を100と して 施 肥 した場 合 の ユ ー

   カ リ樹 の生 育状 況 を 示 す とTable 8の よ うに な る。 検 定 の結 果両 肥 料 間 に 有 意 の 差 が あ る と は いえ な

   L
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  Table 6 各種土壌及び肥料 と生育 との関係

＼ ＼一 轡  ㈹ 固 形 肥 料 区   (・)イヒ成 肥 料 区

織 劉獅 ゴ1堀1獅
 鞭 ＼総1⑤ 「⑤ 一遍.60■ 一副 ⑤ 一一② ⑤0
  .  __i

 根 填,讐)°.38°.2s°.4° α38°.33°.35α48°.43α28°.41°.29°.38

 樹(cm)・5.436.8・5.243.・ 謡 ・・1・7.・60.023.・.・ 一 一 ・
    一 幽 一 一一 「1幽r-一...一

 枝    数  11  11  4  19  15  12  9  9  7  14  5  9
  (本)    _._一 一

 枝    巾  21  8  12  10  7  12  18  14  5  8  12  11

 ・…1-(cm)一 一 「 一  一 i」 一一 一li 」 乾 1

.地 上部  5°53i 1.6913.75 2.73 2.87 3.31 7・4°i 4.18 °. s°≡3.52 2.9° 3.72 重 冤 濡 一至漏:

211.000.53。921i::12.451.、 、 。,。0.93。84.、1

葛 計 酬 一1-一 誌 一 詞・一 一
   一.一 一〒 一 一_"一.一 一 一 一 一 一 一一一 一

 ・1・ 比 一 ・53.755.153.・ ・4.6513.・-8-79i3.463.・ ・

  Table 7  3要 素配合比 と生育 との関係

、＼   肥料    ⑥  N:2 倍 区       (D) P,0,:2倍 区 ※

 ＼         I                I

 ＼罰」鰐 瀧 耕㌔駆 罷 ∵
  穿ボ.、 」、 ・レ 土1土 」、 堀 土 ・レ 土 土 土1均

 徽 償 「研 ⑤.② 一匝 一① ② ③ ・ ① ②1
 根 元 直 径 0.520.260.、i'-0.240.25・.320.4・!0.25_ o.380.230.31

  (cm)

 樹    高 s7.0 30.0 13.5 4.0028.0 41.5 43.5 31.0 -  31.0 40.6 36.6

  (em)           一

 右芝       数    10    11    -     0     2     6    ]4     6           6     7     8
  (本)                         _

 木芝       「r   20.0  14,0   -  、 -    7.0  10.0   18   10.0          8     9    ]1

  (・m)ミ     1          -

1{∵1;1;°002.2GO.783.041.730.502.231.1°0.101.20°00::52.35'3.332.45100.540.670.27052.894.002.72-2:5°AO301.550.401.952.220.53--.97
   -一..一 一 一.一 一 一 一 一 一 一 ・.`一 一.一 一一一 一 一一一 一 

    1     2     1  1

 T/R比   4.48.2.88 3.4610.10 6.50 6.0014.97 8.97   1.87.3.87 4.91

    1           1                  !   .

  ※ D肥 料 区 の褐 色 土 は 稚 樹が 全 部 枯 死 した 。
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藝

   いが,こ れ らの 結 果よ りt°ドゾル,褐 色L,赤 色 土は 肥 料 効 果の大 き い こ とを 知 るの で あ る.

峯(だ)  特 に 褐 色Eは 無 肥 料 状態 で は 生 育 極 め て 不良 で あ り,施 肥 の 効 果が 最 も人 で あ る こ と と,こ の ヒ壌

1 は窒 素 及 燐 酸 が 特 に 少 な い こ とな どを 綜 合 して 考察 す れ ば,ユ ー カ リの適 地選 定 上 また肥 培 上N及 び

  P205がhめ て 重 要 な こ とを 察 知 せ ら る るの で あ る。

      Table 8  施 肥 効a'特(無 肥 料区.の値を100と す る時 の比)

                 Effeets of manurir】g(Comparison with none munuring(%))

       一上e騰  囚、。懸 、、llL'lifer料 1 器,,、lk」]L'c fertili、欝＼                    一 一一    一.一      .

         欝1・篶t°F'°'0欝1謬1耕II葛憲纏 堤1隠 謬 耕幹 塞
懲llヒ ー 嘩 ル ー °11_....ピー 一画 ・・° 遣 ルr遣t.一 一L阜 均 ①

D、盤論,[fi_Tx&t Tle。,12、1533。81,。 、、8旨78、55-一 一252-2112。7… 、。3-18〔;

  the ground
               l

聾 ・・,ht高1・4・166445・77・ ・5215・9627・15723288・8・

    '地L部

早 乾Stemleave、and 2°43°8×187554712129527376°13° °7°3123432
網                                        「

評 上R。認 242136×25°11761°61653〃 °72°15° °31196394
-.                                                                            I
oq匠 し

劉,。 急/212257×197°4°7119249297752-33555115141°                           一一一

盆ver藁,均 い84」 ・・4.・42・299・2212・21252550'i… め ・ ・--'32・

     菅 (C)・(D)肥 料区 表略   柵 この平均は褐色 ヒの ×を省いた平均

黙

郵 以 上 の点 よ りユ ー 別 造 林地 の 」、壌 が か か る_1.k型 に 類 似 して お る時 に は 必 ず 施 肥,B"'1,41.1をなす べ

畿 きであ る こ とを 知 る。

1     総(タも)  括

本実 験 は オー ス トラ リア各 地 に最 も広 く分 而 し,広 葉 樹 材 中 最 も価値 あ る種 類 の 一 つ と せ らる る

ostrataを 用(の)いて,そ の 生 育 適 地 と肥 培 のIl rocを見 出 さん と して行 つ た もので あ る。9月 よ り実験

開始 し翌 年4月 まで の 経 過 を 見 た もの で 処理 期 間 が 短 か か つ た の は遺 憾 で あ るが,ガ ラス室 内 の た

冬 季 間 も生 育 を 続 け,成 長 に顕 著 な差 が あ らわ れ た の で傾 向 の 大 要 は推 祭 で き る と考 え る 。す なわ ち

 E.rostrataは わ が 国 の!iF悪 な ア カマ ツ林 のB層 や 赤 色 ヒあ るい は ポ ドゾ ル 上壌 で は,無 肥 料 にて

分 な 生 育 を 期待 す る こと は 困難 で あ る,成 長1迂は肥 沃 地 の'トば に過 ぎな い。 即 ち筆 者 はE.rostrata

E.grobulusな ど と同 様(ゆ)に⊥ 地 に 対 す る要 求 度 が か な り高 い 種 類 に属 す る もの と考 え る
。 鹿 児島 に

     ion

おけ る調 査 例 に よ つ て も 裏ll芋き さ れ る、,

 これ ら瘡 悪 土壌 に 対 して は肥 培 の 効 果が顕 著 で あ る、,

i肥 料として㊥固形2号 または化成肥料に硫安などを配合して施せば稚苗の枯損も少な くかつ成

促進 の効 果が き わ めて 大で あ る。

v 本実験では液肥を施した分にやや枯損が多いように考えられるが再検討を要す る。
N:P205:KZOの 『三要 素 割 合 は2.0:0.5:0.5の ノ∫が1 .0:1.0:0.5よ り は 良 好 で あ る よ う

あ る。 また 固 形肥 料 また 化 成 肥 料 を 用 うれ ば1:0 .5:0.5で よ り優 れ た 生 育 を 示 した が な お今 後

討を要 す る。 ど の肥 料 を選 ぶべ きか は 一1.tyによ つ て ち が い ・概 に云 え な い。
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     ユーヵリ樹の生育の不良な例のあるのは,特 に土壌が浅 く,重 粘質である場合が多い。 したがつて

   1第 三 紀 層 の ア カマ ツ林 地 帯 の 如 き場 所 に ユー カ リの造 林 を 企 て る場 合 に は特 に留 意す べ き で あ る。

   , か か る場 合 施 肥 肥 培 を 第1に 考 慮 し ユ ー カ リの生 育 を促 し,灌 木,雑 草 と の競 合 に早 く打 ち勝 た し

    め る よ うにす る こ とが 有 利 で あ る。E.rostrataを は じめ 多 くの ユ ー カ リは肥 沃 地 で は旺 盛 な生 育 を

  1.と げ るが,林 業 の 対 象 とな る山 地 で は不 良 で あ り・ 不 揃 い とな り勝 ち で あ る と せ ら るの で と くに この

  一 点 に注 意 を 要 す る。

  ..1. な お ユ ー カ リの 造 林 に お い て は 土 地 的 条 件 と して 肥 料 要 素 の み な らず 水 分 問題 に 関 し一 層 の 吟味 を

    要 す る も の と思 考 す る。
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                               Summery 

    These experiments was done with the aim to know the applicable soil for silviculture of Eucalyptus-
  and the effect of manuring for it. 

    The kind of the soils exermined is next five. 
° 1. Humus soil in natural Sugi-forest in Ashiu instruction forest, Kyoto University. 

    2. Podzol  (PDI-type) in natural forest mixed  Sugi and Hinoki in Ashiu Instr. forest. 
  I 3. Brown soil (so called here), B-layer soil of Akamatu-forest in Kamigamo experimental station. 

  it 4. Red soil (so called here) in Kamigamo exper. St. 
  I 5. Farm soil in the nursery of main experimental station. 
 2.5  Kg dry soil was packed in each Wagner's pot of  1/50,  000 in area and the following fertilizer added 

  (Table 2) The small seedlings of E.rostrata Schlecht was planted  on September in 1955. Digging was 
 done April in 1956 and measured the size of every part of the seedlings. 

     Summery of experimental results 
    i) Not manuring condition  ; the rich soil, such as Humus soil in Sugi-forest or the farm soil, is most 

 fitted for growth, and barren soil, such as B-layer soil of Akamatu-forest or Podzol, is least. (Table 5) 
    ii) Effect of manuring is very distinct in every soil but in barren soil is most. (Table 8) 

    Acording to these results we recognized that  Eucalyptus rostrata, demands much from soil  conditions 
 raspecially nitrogen or phosphorous, and sufficient manuring management is necessary for the silviculture 

  On barren soil, such as Akamatu-forest, which is the object of to-days plantation for Eucalyptus.


